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A値寸
元
代
江
南
知
識
人
の
職
能
化
に
つ
い
て
|
|
儒
・
医
の
関
係
を
中
心
に
|
|
同日一
H
U
杭
w
「い
宋
代
以
降
中
国
の
い
わ
ゆ
る
「
科
挙
社
会
」
に
お
い
て
は
、
知
識
人
が
政
治
・
思
想
な
ど
様
々
な
局
面
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
、
元
代
知
識
人
、
と
く
に
元
代
江
南
知
識
人
の
実
態
に
つ
い
て
は
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
、
仏
降
、
。
し
里
iv
元
代
江
商
社
会
に
つ
い
て
は
、
植
松
正
が
「
一
方
的
な
蒙
古
至
上
主
義
の
征
服
王
朝
論
」
の
再
検
討
を
提
起
し
、
支
配
者
・
被
支
配
者
の
両
面
か
ら
そ
の
実
相
の
解
明
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
杉
山
正
明
は
、
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
」
と
い
う
時
代
の
枠
組
み
を
提
唱
し
、
中
国
史
の
枠
組
み
を
取
り
払
っ
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
い
う
よ
り
広
い
視
野
か
ら
の
歴
史
像
の
再
構
築
の
必
要
性
を
主
張
し
、
こ
の
視
座
は
学
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
日
本
に
お
け
る
当
該
時
代
の
研
究
に
お
い
て
一
つ
の
大
き
な
潮
流
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
潮
流
の
影
響
子
話
を
受
け
、
元
代
江
南
知
識
人
の
研
究
状
況
も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
目
。
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
治
下
の
江
南
知
識
人
は
、
決
し
て
受
動
的
な
被
支
配
者
に
止
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
時
代
の
変
化
に
対
し
て
主
体
的
に
行
動
し
、
江
南
社
会
に
新
た
な
歴
史
的
展
開
を
も
た
ら
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
如
上
の
視
座
か
ら
、
江
南
知
識
人
の
職
能
化
と
い
う
現
象
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
江
南
知
識
人
の
実
像
の
提
示
を
試
み
る
。
本
稿
で
い
う
知
識
人
の
職
能
化
と
は
、
江
南
儒
家
知
識
人
が
儒
学
か
ら
近
隣
分
野
の
医
学
・
陰
陽
学
な
ど
へ
転
向
す
る
こ
と
を
指
打
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
儒
家
知
識
人
の
転
向
、
す
な
わ
ち
職
能
化
の
傾
向
は
、
元
代
に
な
っ
て
突
如
新
た
に
現
れ
た
変
化
で
は
な
い
。
宋
代
史
に
お
け
る
医
学
・
陰
陽
学
の
研
究
は
、
宋
代
社
会
の
流
動
性
と
い
う
視
点
か
ら
こ
の
現
象
を
捉
え
、
医
学
・
陰
陽
学
と
知
識
人
と
の
関
わ
り
を
考
一
察
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
現
象
は
、
金
代
に
も
継
承
さ
れ
て
い
っ
問
。
宋
-
金
以
来
、
科
挙
に
お
け
る
競
争
の
蛾
烈
さ
も
あ
っ
て
、
医
学
を
習
得
し
て
医
家
と
し
て
活
躍
す
る
儒
家
知
識
人
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
医
家
の
中
に
は
、
自
身
の
名
声
を
高
め
る
た
め
、
積
極
的
に
儒
家
知
識
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
さ
ら
に
、
儒
学
の
知
識
を
習
得
す
る
者
も
出
て
き
た
。
こ
れ
ら
双
方
の
人
々
は
、
と
も
に
「
儒
唇
と
呼
ば
れ
る
。
当
時
の
社
会
に
お
い
て
は
、
儒
医
を
重
視
す
る
風
潮
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
(凶〕
い
っ
て
よ
い
。
こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
は
各
地
域
に
お
い
て
医
学
・
除
陽
学
な
ど
の
学
校
を
設
置
し
、
地
方
の
医
学
校
に
お
け
る
三
皇
(
伏
義
・
神
農
・
賛
帝
)
へ
の
祭
紀
(
以
下
、
三
一
皇
祭
記
と
称
す
る
)
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
治
仔
下
に
お
い
て
は
、
医
家
の
神
に
対
す
る
祭
紀
に
新
た
な
展
開
が
生
じ
ぺ
た
。
こ
の
祭
記
自
体
は
、
渓
人
文
化
に
根
さ
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
U
 
刀
の
公
権
力
に
よ
る
制
度
化
は
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
独
自
の
政
策
が
垣
間
帥
見
え
る
。
こ
う
し
た
新
た
な
文
化
政
策
も
、
江
南
儒
家
知
識
人
の
近
古峨
隣
分
野
の
医
学
・
陰
陽
学
へ
の
転
向
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
i
A
各
地
域
に
設
置
さ
れ
た
医
学
・
陰
陽
学
な
ど
の
学
校
は
、
明
代
に
も
知
受
け
継
が
れ
た
。
そ
の
結
果
、
明
代
に
お
い
て
も
知
識
人
は
、
医
学
園
田
陰
陽
学
と
緊
密
な
関
係
を
保
持
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
、
t
 
一
川
以
上
を
踏
ま
え
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
治
下
に
お
け
る
知
識
人
の
職
能
化
3
を
、
宋
-
金
・
元
・
明
と
い
う
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
4
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
意
識
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
元
代
の
儒
医
と
知
識
人
の
職
能
化
を
考
え
る
上
で
、
諸
色
戸
計
と
呼
ば
れ
る
職
能
別
の
戸
籍
制
度
に
お
け
る
儒
戸
・
医
戸
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
儒
家
知
識
人
で
も
、
医
学
校
に
入
学
で
き
、
医
学
の
教
官
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
逆
に
医
学
の
宗
族
出
身
の
知
識
人
も
儒
学
校
に
入
学
で
{ロ】色
、
科
挙
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
た
。
な
お
、
『
元
統
元
年
進
士
題
名
録
』
に
は
、
軍
戸
・
民
戸
・
礼
楽
戸
の
出
身
者
が
散
見
さ
れ
る
一
方
、
医
戸
出
身
の
及
第
者
は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
泰
定
元
年
(
一
三
二
四
)
、
至
順
元
年
(
二
三
ニ
O
)
、
至
正
初
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
進
士
に
及
第
し
た
主
守
誠
、
何
水
、
蒋
宮
は
、
医
学
宗
族
の
出
身
【
U
〕
《
M
)
者
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
戸
籍
に
お
け
る
儒
・
医
関
係
に
は
流
動
性
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
知
識
人
の
職
能
化
の
一
因
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
元
代
に
お
け
る
医
学
校
や
三
皇
祭
杷
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
成
果
と
し
て
、
宮
下
三
郎
陳
高
華
・
梁
其
姿
(E宮
町
民
l
♀
o
z
E問
)
・
高
偉
-
E
H
r
o
m
F
E
S
(秦
玲
子
)
・
池
内
功
・
水
越
知
・
谷
口
綾
の
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
下
の
中
央
と
地
方
に
お
け
る
医
局
の
設
置
、
医
学
生
員
の
訓
練
・
管
〔時
V
〈
M
m
v
理
、
一
ニ
皇
祭
犯
の
成
立
と
展
開
と
い
っ
た
問
題
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
に
よ
る
医
学
校
や
三
皇
祭
紀
に
関
す
る
新
政
策
に
対
し
て
、
江
南
地
域
社
会
に
お
け
る
知
識
人
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
か
と
44 
い
っ
た
問
題
は
、
未
だ
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
儒
学
と
医
学
と
の
関
係
に
絞
り
、
一
一
一
つ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
第
一
に
、
江
南
地
域
社
会
に
お
け
る
=
一
皇
祭
杷
の
成
立
過
程
や
実
態
を
確
認
し
た
上
で
、
そ
れ
が
地
域
社
会
の
人
々
、
と
く
に
儒
家
知
識
人
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
た
の
か
を
解
明
す
る
。
第
二
に
、
江
南
儒
家
知
識
人
の
医
家
へ
の
転
向
の
実
態
を
分
析
し
、
儒
家
知
識
人
が
医
学
を
世
業
と
す
る
儒
学
宗
族
の
存
在
を
強
調
し
て
い
る
状
況
を
指
摘
す
る
。
こ
の
儒
家
知
識
人
の
立
場
は
、
{
木
・
金
以
来
の
儒
・
医
関
係
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
治
下
の
江
南
儒
家
知
識
人
を
特
徴
付
け
る
要
素
で
も
あ
る
。
第
三
一
に
、
同
時
代
の
儒
家
知
識
人
が
、
混
一
王
朝
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
治
下
に
お
い
て
、
三
皇
祭
杷
や
知
識
人
の
医
家
へ
の
転
向
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
以
上
を
通
じ
て
、
宋
・
金
か
ら
元
代
に
至
る
知
識
人
と
そ
の
社
会
の
変
容
の
一
端
を
提
示
し
た
い
。
こ
こ
で
、
本
稿
で
利
用
す
る
史
料
の
性
質
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。
主
と
し
て
利
用
す
る
の
は
「
三
皇
廟
記
」
「
三
皇
廟
碑
」
な
ど
の
碑
文
お
よ
び
「
序
」
で
あ
り
、
と
も
に
依
頼
を
受
け
て
知
識
人
が
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
森
田
憲
司
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
記
」
は
、
執
筆
者
の
知
識
人
と
し
て
の
個
人
的
行
為
と
い
う
範
囲
を
越
え
た
、
公
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
目
。
一
方
、
「
序
」
は
、
著
名
な
知
識
人
や
権
貴
ら
と
の
関
係
構
築
や
、
宗
族
の
名
声
を
高
め
る
な
ど
を
《
M
V
目
的
と
し
て
依
頼
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
私
的
な
性
格
が
強
い
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
い
ず
れ
も
依
頼
者
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
美
辞
麗
句
に
よ
る
粉
飾
・
称
揚
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
医
業
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
背
景
や
社
会
世
相
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
史
料
も
、
知
識
人
の
医
に
対
す
る
評
価
を
検
討
す
る
上
で
、
一
定
の
価
値
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
の
具
体
例
と
し
て
、
危
素
が
執
筆
し
た
、
地
方
医
学
校
〔
羽
)
で
学
ん
だ
厳
寿
逸
の
墓
誌
銘
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
厳
寿
逸
は
「
儒
学
の
子
(
儒
家
子
)
」
で
あ
っ
た
た
め
、
地
方
の
医
学
生
に
選
抜
さ
れ
た
。
医
学
校
で
の
成
績
は
優
秀
で
あ
り
、
医
家
と
し
て
郷
里
で
名
声
を
博
し
、
南
血
且
州
医
学
正
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
大
都
に
遊
〔
却
)学
し
、
儒
家
知
識
人
と
交
流
す
る
機
会
を
得
た
。
厳
寿
逸
の
儒
学
を
棄
て
て
医
学
へ
転
向
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
危
素
も
墓
誌
銘
の
冒
頭
に
孫
思
遜
の
教
え
を
引
用
し
つ
つ
、
「
卓
然
と
し
て
自
立
し
た
者
(
卓
然
自
立
者
)
」
と
評
価
し
た
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
に
お
け
る
=
一
皇
祭
杷
へ
の
重
視
に
よ
り
、
当
時
の
社
会
世
相
に
お
い
て
医
学
の
地
位
も
上
昇
し
て
き
た
。
そ
の
一
つ
の
象
徴
は
危
素
の
よ
う
な
知
識
人
が
医
家
の
た
め
に
執
筆
し
た
碑
文
や
「
序
」
な
ど
の
文
章
、
が
増
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
こ
う
し
た
文
章
は
過
度
な
称
揚
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
こ
の
厳
寿
逸
の
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
当
時
に
お
け
る
知
識
人
の
職
能
化
の
実
像
を
反
映
し
て
い
る
面
で
、
そ
の
史
料
の
価
値
は
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
史
料
に
は
、
当
時
の
地
域
社
会
の
儒
家
知
識
人
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
て
い
た
、
=
一
皇
祭
杷
や
医
家
へ
転
向
し
た
知
識
人
に
対
す
る
見
方
や
評
価
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
三
皇
祭
記
の
成
立
か
ら
見
た
儒
・
医
の
関
係
周
知
の
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
は
、
そ
の
草
創
期
よ
り
医
学
的
A
U〕
知
識
や
医
家
を
非
常
に
重
視
し
て
い
た
。
ク
ピ
ラ
イ
(ρ
与
宮
山
世
祖
)
期
に
な
る
と
、
本
格
的
に
医
学
と
く
に
地
方
医
学
の
整
備
に
着
手
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
統
三
年
(
一
二
六
二
)
に
は
、
医
学
校
を
設
舵
置
す
る
詔
書
が
下
さ
れ
話
。
こ
の
中
統
=
一
年
の
詔
書
を
受
け
、
中
書
ぺ
省
は
、
コ
一
皇
殿
を
各
地
の
医
学
校
に
創
設
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
文
U
1
4
 
日
)
書
を
下
し
だ
。
そ
の
結
果
、
伏
義
・
神
農
黄
帝
の
祭
杷
と
し
て
は
、
批
皇
帝
の
主
導
に
よ
る
聖
人
帝
主
と
し
て
の
祭
杷
と
、
各
地
の
医
学
校
酬
に
設
置
さ
れ
た
一
一
一
皇
廟
に
お
け
る
祭
杷
が
平
行
し
て
行
わ
れ
目
。
um
テ
ム
ル
(
叶
g由
同
成
宗
)
の
元
貞
元
年
(
一
二
九
五
)
に
な
る
と
、
知
全
国
の
州
県
に
三
皐
を
医
家
の
祭
把
と
し
て
杷
る
よ
う
命
令
が
下
さ
品
調
(
初
日
泊
れ
た
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
、
『
元
史
』
巻
七
六
「
祭
杷
志
五
・
郡
品、制県
士
一
皇
廟
」
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
元
貞
元
年
、
初
命
郡
県
通
記
三
皐
、
如
宣
聖
釈
実
礼
。
太
線
伏
義
氏
以
勾
苦
氏
之
神
配
、
炎
帝
神
曲
島
氏
以
祝
融
氏
之
神
配
、
軒
45 
報
黄
帝
氏
以
風
后
氏
・
力
牧
氏
之
神
配
。
黄
帝
臣
食
附
以
下
十
人
、
姓
名
載
子
医
害
者
、
従
杷
両
属
。
有
司
歳
春
秋
二
季
行
事
、
而
以
医
師
主
之
(
元
貞
元
年
、
初
め
て
郡
県
に
命
じ
て
=
一
皇
を
共
同
祭
杷
す
る
際
に
、
宮
中
聖
を
把
る
釈
実
礼
の
よ
う
に
さ
せ
た
。
太
線
伏
義
は
勾
主
神
を
、
炎
帝
神
農
は
祝
融
神
を
、
軒
駿
黄
帝
は
風
后
・
力
牧
神
を
そ
れ
ぞ
れ
配
亨
し
た
。
姓
名
が
医
書
に
載
る
黄
帝
の
臣
下
食
附
ら
十
人
が
、
殿
堂
の
東
西
に
あ
る
廊
下
に
付
し
て
杷
ら
れ
た
。
有
司
は
毎
年
の
春
・
秋
に
祭
杷
を
行
い
、
医
家
に
そ
の
祭
紀
を
主
管
さ
せ
た
)
。
こ
の
史
料
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
コ
一
皇
祭
杷
は
、
地
方
宮
が
毎
年
春
秋
二
期
(
旧
暦
一
二
月
一
二
日
、
九
月
九
日
)
に
行
い
、
ま
た
医
家
が
そ
の
祭
杷
を
主
管
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
宋
・
金
代
の
=
一
皇
祭
把
は
、
唐
代
以
来
一
貫
し
て
聖
人
帝
主
の
祭
杷
と
し
て
皇
帝
主
導
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
ク
ピ
ラ
イ
か
ら
テ
ム
ル
時
代
に
か
け
て
整
備
さ
れ
た
三
皇
祭
犯
の
制
度
は
、
そ
の
祭
把
を
全
国
の
路
府
州
県
で
も
実
施
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
地
域
社
会
に
お
け
る
公
的
な
祭
杷
と
し
て
実
施
さ
せ
る
意
図
を
有
し
て
い
た
。
全
国
の
路
府
州
県
に
お
け
る
祭
杷
は
、
宣
聖
祭
杷
を
モ
デ
ル
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
が
両
者
を
同
格
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
は
医
家
と
儒
家
を
同
様
に
扱
う
政
策
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
筆
者
は
、
三
皇
祭
把
が
医
家
に
よ
っ
て
主
管
さ
れ
た
こ
6
と
に
注
意
を
喚
起
し
た
い
。
『
元
史
』
巻
七
二
「
祭
杷
志
こ
で
は
、
4
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
其
天
子
親
遺
使
致
祭
者
三
一
、
日
社
稜
、
目
先
農
、
日
宣
聖
。
而
岳
鎮
海
演
、
使
者
奉
璽
書
即
其
処
行
事
、
称
代
杷
。
其
有
司
常
犯
者
五
、
自
社
稜
、
日
宣
聖
、
日
三
皐
、
日
岳
鎮
海
演
、
日
風
師
雨
師
(
皇
帝
が
親
ら
使
者
を
派
遣
し
て
祭
租
を
行
わ
せ
る
も
の
に
は
、
社
稜
・
先
農
・
宣
聖
の
=
一
つ
が
あ
る
。
し
か
し
、
岳
鎮
海
演
は
、
使
者
が
璽
書
を
奉
じ
て
そ
の
場
所
で
祭
把
を
行
い
、
こ
れ
を
代
柁
と
称
す
る
。
有
司
が
例
祭
を
行
う
も
の
に
は
、
社
稜
・
宣
聖
・
三
皇
・
岳
鎮
海
演
・
風
師
雨
師
の
五
つ
が
あ
る
)
。
宣
聖
・
社
稜
の
祭
杷
に
お
い
て
は
、
皇
帝
自
ら
使
者
を
派
遣
し
て
祭
杷
を
行
わ
せ
る
の
と
同
時
に
、
地
方
官
も
祭
杷
を
担
当
し
て
い
た
。
一
方
、
三
皇
祭
杷
は
、
宣
聖
・
社
稜
祭
把
と
異
な
り
、
皇
帝
が
使
者
を
派
遣
す
る
こ
と
は
な
く
、
地
方
官
が
祭
把
を
行
う
だ
け
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
宣
聖
と
=
一
皇
の
祭
杷
は
、
学
{
目
・
学
生
が
関
わ
る
孔
子
廟
と
=
一
皇
廟
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
点
で
、
社
稜
・
岳
鎮
海
演
・
風
師
雨
師
の
祭
杷
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
皇
祭
杷
に
つ
い
て
は
、
医
官
・
医
学
生
の
参
与
と
い
う
面
で
、
社
稜
・
岳
鎮
海
演
・
風
師
雨
師
の
祭
紀
と
異
な
る
性
格
を
有
し
て
い
る
反
面
、
宣
霊
祭
杷
と
は
共
通
の
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
三
皇
祭
杷
に
お
け
る
医
官
・
医
学
生
の
参
与
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
Amv 
究
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
、
三
皐
祭
杷
に
お
け
る
担
当
官
の
初
献
官
亜
献
官
終
献
官
を
、
地
方
官
の
ダ
ル
ガ
チ
・
総
管
・
同
知
に
、
そ
れ
ぞ
れ
比
定
し
て
お
り
、
そ
こ
で
医
学
官
が
呆
Am〕
た
し
た
役
割
を
見
逃
し
て
い
る
。
前
掲
元
貞
元
年
聖
旨
に
あ
る
よ
う
に
、
元
代
の
三
皐
祭
杷
は
宣
聖
祭
砲
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
宣
聖
祭
把
を
参
考
と
し
つ
つ
、
地
域
社
会
に
お
け
る
=
一
皇
祭
紀
の
実
態
に
つ
い
て
解
(
初
}
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
宣
聖
祭
杷
に
つ
い
て
は
、
「
大
唐
開
元
礼
』
巻
六
九
「
士
ロ
札
諸
州
釈
奨
於
孔
宣
父
」
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。上
佐
為
亜
献
、
博
士
為
終
献
。
刺
史
・
上
佐
有
故
、
並
以
次
差
摂
。
博
士
有
故
、
次
取
参
軍
事
以
上
摂
充
(
土
佐
は
亜
献
で
あ
り
、
博
士
は
終
献
で
あ
る
。
刺
史
・
上
佐
に
不
都
合
が
有
れ
ば
、
そ
れ
に
次
ぐ
官
を
差
遣
し
て
代
行
さ
せ
る
。
博
士
に
不
都
合
が
有
れ
ば
、
そ
れ
に
次
ぐ
参
軍
以
上
の
宮
を
充
て
て
代
行
さ
せ
る)。
こ
の
史
料
か
ら
、
唐
代
に
お
い
て
、
初
献
宮
は
州
の
刺
史
で
あ
り
、
【
U
V
E
献
官
は
刺
史
の
属
官
で
あ
り
、
終
献
官
は
地
方
学
校
の
博
土
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
地
方
に
お
け
る
宣
霊
祭
犯
の
儀
礼
は
、
宋
・
金
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
的
。
元
代
も
こ
れ
ら
の
儀
礼
を
継
承
し
【
幻
}
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
初
献
官
は
刺
史
に
相
当
す
る
ダ
ル
ガ
チ
で
あ
り
、
亜
献
官
は
そ
の
属
官
に
あ
た
る
次
官
以
下
の
官
僚
(
総
管
田
知
(
府
州
県
)
、
同
知
・
州
判
・
主
簿
・
県
尉
な
ど
)
で
あ
り
、
終
献
官
は
、
地
方
学
校
の
博
士
に
あ
た
る
学
官
(
儒
学
提
挙
・
教
授
学
正
・
教
諭
な
ど
)
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
元
貞
元
年
の
聖
旨
に
よ
れ
ば
、
=
一
皇
祭
杷
は
宣
聖
祭
記
と
同
様
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
地
方
に
お
け
る
三
皇
祭
杷
に
お
い
て
、
初
献
官
と
亜
献
官
は
宣
聖
祭
把
と
同
じ
で
あ
り
、
終
献
官
は
医
学
提
挙
・
医
学
教
授
学
正
・
教
諭
が
担
当
し
て
い
た
と
考
、
え
ら
れ
る
。
地
方
の
医
学
官
が
ほ
か
の
地
方
長
官
と
と
も
に
、
一
ニ
皇
祭
杷
に
参
加
し
た
こ
と
は
、
元
代
の
文
集
で
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
家
損
益
百
王
、
修
崇
把
典
。
而
医
家
者
流
因
得
奉
牲
幣
・
菜
盛
建
豆
百
物
之
儀
、
与
郡
邑
守
長
駿
奔
昇
降
、
薦
献
廟
廷
。
問
如
博
士
諸
生
之
事
先
聖
先
師
都
(
王
朝
は
百
王
の
制
度
を
掛
酌
ぺ
し
、
新
た
な
和
典
を
つ
く
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
医
家
は
牲
幣
-
U
 
日
菜
盛
(
い
け
に
え
と
ぬ
さ
)
建
豆
(
竹
製
と
木
製
の
器
具
)
批
な
ど
の
物
を
奉
じ
る
儀
礼
を
お
こ
な
い
、
地
方
長
官
と
と
も
に
古叫
(
祭
場
を
)
駆
け
回
っ
て
(
祭
事
乞
)
上
り
下
り
し
、
廟
廷
に
机
お
供
え
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
役
割
は
博
士
諸
生
が
先
知
聖
先
師
の
祭
犯
に
関
与
し
た
の
と
同
様
で
あ
っ
た
)
。
間
ま
た
、
医
学
生
が
三
皇
祭
把
の
儀
礼
に
参
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
間
虞
集
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
祭
於
春
秋
之
季
月
、
有
司
守
令
行
事
、
医
諸
生
執
礼
致
拝
告
享
、
倣
於
儒
学
。
而
器
服
・
牲
幣
亦
視
以
為
法
、
我
聖
朝
之
制
町
田
(
春
47 
秋
の
季
月
(
三
月
・
九
月
)
に
有
司
の
長
官
が
祭
聞
を
行
い
、
医
諸
生
が
礼
を
執
り
拝
し
て
奉
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
儒
学
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
器
服
(
祭
器
と
祭
服
)
や
牲
幣
(
い
け
に
え
と
ぬ
き
)
も
ま
た
そ
れ
に
倣
っ
て
手
本
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
我
が
聖
朝
の
制
度
で
あ
る
)
。
こ
の
二
つ
の
史
料
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
地
域
社
会
に
お
い
て
行
わ
れ
た
三
皐
祭
紀
は
、
地
方
官
主
導
で
実
施
さ
れ
た
社
稜
岳
鎮
海
摘
出
・
風
師
雨
師
と
は
異
な
り
、
医
学
官
や
医
学
生
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
は
、
儒
学
・
医
学
を
同
様
に
扱
う
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
医
学
が
地
域
社
会
に
お
い
て
儒
学
と
同
様
の
地
位
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
知
識
人
が
儒
学
に
劣
ら
な
い
道
と
し
て
医
学
を
選
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
劉
一
直
'
『
水
雲
村
浪
一
糊
』
警
三
豊
郡
三
皇
廟
碑
」
が
貴
重
な
情
報
を
提
供
す
る
。
余
嘗
獲
従
公
(
李
努
)
陪
祭
。
清
暁
班
庭
中
、
月
星
朗
煙
、
楓
梢
軍
飛
。
視
殿
上
燭
光
揺
曳
、
霊
風
粛
然
。
献
官
盛
服
端
初
、
降
登
裸
薦
如
礼
。
群
執
事
無
不
協
恭
就
位
、
吃
燐
癌
岡
敢
惰
。
余
歎
目
、
盛
哉
(
私
は
嘗
て
公
(
李
葬
)
に
従
っ
て
祭
犯
に
列
席
し
た
。
夜
明
け
に
庭
で
な
ら
ぴ
、
月
や
星
が
耀
き
、
端
が
反
り
返
っ
た
垂
木
が
飛
刻
し
て
い
る
よ
う
に
(
華
麗
)
で
あ
る
。
殿
上
を
み
る
と
燭
光
が
揺
ら
め
き
、
霊
風
は
粛
然
と
し
て
い
た
。
献
官
は
厳
か
な
礼
服
を
着
て
妨
を
持
ち
、
上
り
下
り
し
て
神
酒
48 
を
そ
そ
ぎ
杷
る
の
に
礼
の
よ
う
に
し
た
。
担
当
者
た
ち
は
皆
つ
つ
し
ん
で
座
位
に
つ
く
こ
と
を
敬
い
、
祭
杷
を
終
え
る
ま
で
に
決
し
て
な
お
ざ
り
に
し
な
か
っ
た
。
私
は
感
嘆
し
て
盛
ん
で
あ
る
と
言
っ
た
)
。
劉
壊
は
儒
家
知
識
人
の
陪
祭
者
と
し
て
、
大
徳
五
年
(
二
ニ
O
こ
ご
ろ
建
昌
路
南
豊
州
(
江
西
南
豊
)
の
三
皇
祭
杷
に
参
加
し
た
。
旧
暦
の
=
一
月
ご
一
日
か
九
月
九
日
の
夜
明
け
(
卯
時
)
頃
、
南
豊
州
の
=
一
皐
祭
杷
は
厳
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
た
。
当
時
、
三
皇
祭
紀
に
お
い
て
、
音
楽
の
演
奏
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
す
で
に
音
楽
の
演
奏
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
宣
聖
祭
紀
に
何
度
も
参
加
し
た
は
ず
の
劉
壌
で
さ
え
も
、
三
皇
祭
杷
の
盛
況
さ
を
大
い
に
賞
賛
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
儒
家
知
識
人
の
三
皐
祭
杷
へ
の
賞
賛
あ
る
い
は
医
学
の
地
位
の
上
昇
へ
の
承
認
が
、
こ
の
よ
う
に
石
碑
と
い
う
形
で
具
現
化
さ
れ
て
い
た
。
医
家
の
士
一
皇
へ
の
祭
杷
の
活
動
や
そ
れ
に
関
わ
る
石
碑
の
建
立
は
、
地
域
社
会
の
人
々
、
と
く
に
儒
家
知
識
人
に
対
し
て
、
医
学
の
地
位
の
上
昇
を
可
視
化
す
る
機
能
も
有
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
趨
勢
は
知
識
人
が
医
学
と
い
う
道
の
選
択
す
る
こ
と
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。
医
家
へ
と
転
向
す
る
儒
家
知
識
人
皐
祭
杷
を
始
め
と
す
る
地
域
社
会
に
お
け
る
祭
杷
活
動
は
、
統
治
者
側
、
と
く
に
地
方
官
か
ら
み
る
と
、
社
会
の
秩
序
を
維
持
す
る
〈
制
)
と
い
う
機
能
を
有
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
一
方
、
地
域
社
会
の
人
々
か
ら
見
れ
ば
、
祭
把
の
対
象
と
な
っ
た
神
々
と
同
様
に
、
そ
れ
に
関
わ
る
職
業
も
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
こ
う
し
た
地
域
社
会
の
状
況
は
、
元
代
江
南
知
識
人
の
医
家
へ
の
転
向
を
促
進
し
た
だ
ろ
う
。
本
節
で
は
、
儒
家
知
識
人
か
ら
医
家
へ
転
向
す
る
実
践
芸
考
察
す
る
。
(鈎
V
ま
ず
、
儒
学
宗
族
で
あ
り
な
が
ら
、
医
学
も
「
世
業
」
と
し
て
い
た
儒
家
知
識
人
の
転
向
を
検
討
す
る
。
宋
代
に
科
挙
の
及
第
者
を
輩
出
し
た
宗
族
が
、
元
代
に
入
る
と
、
医
学
を
勉
強
し
て
医
家
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
る
事
例
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
呉
澄
(
州
側
〕
『
呉
文
正
公
集
」
巻
九
「
傷
寒
生
意
序
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
熊
氏
世
以
儒
刺
顕
、
而
景
先
之
大
父
業
尚
書
義
、
専
門
為
進
土
師
、
従
之
遊
者
至
自
数
百
里
外
。
景
先
得
其
家
学
、
毎
較
芸
腕
屈
輩
流
、
幾
於
貢
而
不
偶
、
於
是
大
臨
時
其
カ
於
医
。
医
亦
其
世
伝
也
0
・
・
暇
日
輯
家
伝
之
方
、
常
用
之
薬
累
試
而
験
者
成
此
書
(
熊
氏
は
代
々
儒
科
で
著
名
で
あ
り
、
熊
景
先
の
祖
父
は
尚
書
の
義
を
業
と
し
、
そ
れ
を
専
門
と
し
て
進
士
の
師
と
な
り
、
数
百
里
離
れ
た
所
か
ら
彼
(
熊
景
先
の
祖
父
)
に
従
っ
て
学
び
に
来
る
者
も
い
た
。
熊
景
先
は
そ
の
家
学
を
得
て
い
た
が
、
学
業
で
競
う
度
に
同
盟
に
屈
し
、
何
度
も
貢
挙
を
受
け
て
も
及
第
し
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
力
を
医
学
に
大
い
に
注
い
だ
。
医
学
も
ま
た
代
々
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
・
暇
日
に
家
伝
の
処
方
築
を
集
め
、
常
用
の
薬
を
累
ね
て
試
し
、
効
果
の
あ
る
も
の
に
よ
っ
て
こ
の
書
物
を
完
成
さ
せ
た
)
。
こ
の
史
料
に
現
れ
る
撫
州
路
崇
仁
県
(
江
西
崇
仁
)
の
熊
景
先
は
、
儒
家
知
識
人
か
ら
医
家
へ
と
転
向
す
る
典
型
的
な
事
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
儒
家
知
識
人
と
し
て
の
進
路
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
医
家
へ
と
転
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
能
、
景
先
の
よ
う
に
、
科
挙
に
及
第
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
医
家
へ
と
転
向
し
た
者
は
、
宋
目
金
代
に
お
い
て
も
珍
し
い
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
元
代
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
状
況
が
続
い
て
仔
い
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
筆
者
が
注
目
す
門
る
の
は
、
呉
澄
が
熊
景
先
に
対
し
て
「
医
学
も
代
々
伝
え
ら
れ
た
」
日
と
評
価
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
熊
景
先
は
儒
医
で
あ
る
が
、
そ
の
一
枇
族
は
医
学
も
重
視
す
る
伝
統
が
あ
っ
た
。
熊
景
先
が
そ
の
家
に
代
々
叫
伝
わ
っ
て
き
た
処
方
築
を
集
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
傷
寒
生
意
』
机
と
い
う
書
を
完
成
で
き
た
事
実
を
、
呉
澄
は
重
視
し
た
の
で
あ
っ
た
。
知
つ
ま
り
、
当
時
、
呉
澄
の
よ
う
な
儒
家
知
識
人
に
と
っ
て
は
、
儒
医
聞
と
い
う
存
在
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
の
医
学
が
世
業
で
あ
っ
た
こ
と
も
t
 
加
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
。
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こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
呉
澄
『
呉
文
正
公
集
』
巻
一
五
「
送
王
元
4
直
序
」
に
よ
り
明
確
と
な
る
。
楽
安
王
氏
之
医
五
世
失
、
一
世
、
再
世
予
不
及
誠
、
其
三
世
迫
功
郎
君
、
端
重
如
山
。
子
為
国
学
進
士
。
・
蓋
他
所
謂
医
、
或
非
世
業
、
或
非
儒
流
。
非
世
業
、
則
於
術
或
有
不
習
。
非
儒
流
、
則
於
理
或
有
不
精
。
王
氏
、
世
医
也
、
儒
医
也
、
習
於
術
而
精
於
理
(
楽
安
県
の
玉
氏
は
五
世
代
に
わ
た
る
医
学
宗
族
で
あ
り
、
第
一
世
代
、
第
二
世
代
に
つ
い
て
私
は
識
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
第
三
世
代
の
辿
功
郎
君
は
、
正
し
く
重
々
し
い
こ
と
山
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
子
は
国
学
進
士
で
あ
っ
た
。
思
う
に
他
人
の
謂
う
医
家
は
、
あ
る
も
の
は
医
学
を
世
業
と
せ
ず
、
あ
る
も
の
は
儒
学
の
知
識
を
身
に
つ
け
な
い
。
医
学
を
世
業
と
し
な
け
れ
ば
、
医
術
に
お
い
て
熟
練
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
儒
学
の
知
識
が
な
け
れ
ば
、
理
に
お
い
て
精
通
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
王
氏
は
代
々
医
家
で
あ
り
、
儒
医
で
あ
り
、
医
術
に
熟
練
し
、
理
に
も
精
通
し
て
い
た
)
。
こ
の
史
料
か
ら
、
呉
澄
は
、
楽
安
県
(
江
西
楽
安
)
の
玉
氏
が
五
世
代
に
わ
た
る
医
学
宗
族
で
あ
り
な
が
ら
、
進
士
に
及
第
し
た
者
も
存
在
し
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
呉
澄
の
よ
う
な
元
代
儒
家
知
識
人
は
、
医
学
を
代
々
に
伝
承
す
る
世
業
と
い
う
要
素
を
重
視
し
て
い
た
。
こ
の
点
は
、
単
に
儒
医
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
宋
金
の
知
識
人
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
新
た
な
傾
向
は
、
多
く
の
儒
家
知
識
人
が
医
家
の
た
め
に
執
筆
し
た
「
序
」
に
、
(位〕
し
ば
し
ば
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
。
こ
れ
は
、
梁
其
姿
に
よ
る
宋
・
金
・
元
明
時
代
の
医
家
の
訓
練
5
 
ル
ー
ト
に
対
す
る
研
究
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
梁
其
姿
が
作
成
し
た
「
「
医
生
訓
練
途
径
」
省
籍
統
計
表
」
に
よ
る
と
、
宋
代
に
お
け
る
医
家
の
世
業
に
関
す
る
事
例
は
お
例
で
あ
っ
た
が
、
元
(GV 
代
に
な
る
と
、
初
例
に
ま
で
増
加
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
医
学
を
世
業
と
す
る
儒
家
宗
族
の
存
在
は
元
代
に
な
っ
て
新
し
く
現
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
宋
・
金
代
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
彼
ら
の
存
在
が
元
代
に
な
っ
て
か
ら
知
識
人
の
言
説
上
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
儒
医
の
社
会
に
お
け
る
位
置
の
変
化
を
反
映
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。
欧
陽
玄
は
、
「
読
書
堂
記
」
に
お
い
て
、
吉
安
路
底
陵
県
(
江
西
吉
安
)
の
粛
氏
一
族
の
医
家
へ
の
転
一
向
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
底
陵
永
和
粛
尚
賓
、
為
医
十
有
一
世
。
能
根
祇
儒
業
、
非
但
縁
飾
表
爆
而
己
叫
(
虚
陵
県
永
和
の
粛
尚
賓
は
、
十
一
世
代
医
家
で
あ
る
。
儒
学
を
基
礎
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
た
だ
表
面
的
な
点
を
装
飾
し
た
だ
け
で
は
な
い
)
。
粛
氏
一
族
は
医
学
を
世
業
と
し
て
お
り
、
同
時
に
、
そ
の
一
族
出
身
で
あ
る
粛
尚
賓
は
、
読
書
堂
を
建
て
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
儒
学
に
も
力
を
注
い
で
い
た
。
そ
し
て
、
元
代
江
南
の
代
表
的
な
儒
家
知
識
人
の
一
人
で
あ
る
欧
陽
玄
は
、
粛
尚
賓
の
読
書
堂
に
「
記
」
を
執
筆
し
た
。
そ
こ
に
お
い
て
、
欧
陽
玄
は
、
新
尚
賓
に
対
し
て
「
た
だ
表
面
的
な
点
を
装
飾
し
た
だ
け
で
は
な
い
(
非
但
縁
飾
表
明
博
而
己
)
」
と
い
う
評
価
を
与
え
て
い
る
。
粛
尚
賓
が
医
学
を
世
業
と
す
る
儒
医
と
し
て
、
評
判
と
実
力
と
が
一
致
し
て
い
る
と
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
儒
家
知
識
人
に
と
っ
て
、
評
価
す
る
に
値
し
な
い
、
儒
医
が
多
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
一
位
。
だ
か
ら
こ
そ
、
元
代
の
儒
家
知
識
人
は
、
宋
金
時
代
と
同
様
に
儒
医
の
存
在
を
強
調
す
る
だ
け
で
な
く
、
医
家
と
し
て
の
世
業
も
重
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
宋
金
以
来
、
儒
医
が
過
剰
に
尊
敬
さ
れ
た
こ
と
で
、
逆
に
そ
の
評
価
が
色
槌
せ
て
し
ま
っ
た
と
も
言
、
え
よ
う
。
次
に
、
医
学
を
世
業
と
し
て
い
な
い
儒
家
知
識
人
の
転
向
の
事
例
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
龍
興
路
宮
田
州
(
江
西
豊
城
)
の
徐
氏
一
族
の
例
を
挙
げ
る
。
吾
里
有
徐
先
生
若
虚
者
、
郡
大
姓
也
。
年
十
五
挙
進
士
、
即
謝
帰
業
医
。
人
有
-
方
之
良
、
一
言
之
善
、
必
重
幣
不
通
数
百
里
而
師
之
、
以
必
得
乃
止
。
歴
数
十
年
、
其
学
大
成
、
著
『
易
簡
帰
こ
数
十
巻
(
私
の
旦
に
徐
若
虚
と
い
う
先
生
が
お
り
、
郡
の
大
姓
で
あ
る
。
十
五
歳
の
時
に
郷
貢
進
士
の
資
格
を
得
た
も
の
の
、
断
念
し
て
医
学
を
業
と
し
た
。
良
い
処
方
築
や
優
れ
た
言
辞
が
あ
れ
ば
、
必
ず
贈
り
物
を
厚
く
し
て
数
百
呈
を
速
い
と
思
わ
ず
こ
れ
に
師
事
し
、
習
得
す
る
ま
で
決
し
て
や
め
な
か
っ
た
。
数
十
年
を
歴
て
、
そ
の
学
問
は
大
成
し
、
『
易
簡
帰
こ
数
十
巻
を
著
し
た
)
。
こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
医
学
を
世
業
と
し
て
い
な
い
徐
若
虚
は
医
学
に
力
を
注
ぎ
、
十
年
間
を
か
け
て
『
易
簡
帰
一
」
を
著
し
た
。
こ
の
医
書
に
対
し
て
、
同
郷
の
呉
澄
は
高
い
評
価
を
与
え
、
序
も
執
筆
し
て
い
る
。
ま
た
、
呉
澄
と
深
い
関
係
を
持
つ
楽
安
県
雲
蓋
郷
の
蓋
起
潜
は
、
元
々
科
挙
を
志
し
て
い
た
。
し
か
し
、
元
代
に
な
っ
て
、
科
挙
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
彼
は
儒
学
か
ら
医
学
へ
転
向
し
た
。
董
氏
は
科
挙
の
及
第
者
を
輩
出
し
た
宗
族
で
あ
る
が
、
医
学
を
世
業
と
し
(錨〕
て
い
る
一
族
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
董
起
潜
は
、
処
方
築
の
研
究
に
尽
力
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
呉
澄
は
儒
仔
医
で
あ
る
章
伯
明
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、
彼
に
贈
っ
た
「
贈
医
士
川
章
伯
明
序
」
(
呉
澄
『
呉
文
正
公
集
』
巻
二
ハ
)
に
は
以
下
の
よ
う
刀
に
記
さ
れ
て
い
る
。
机
所
間
有
名
之
医
・
而
皆
在
吾
郡
、
一
日
萱
某
起
潜
、
一
回
章
一
吋
普
伯
明
。
三
人
皆
渉
猟
儒
術
、
精
究
医
方
(
聞
く
所
の
名
の
あ
汰
る
医
家
は
・
・
皆
私
の
郡
に
お
り
、
一
人
は
蓋
起
潜
で
あ
り
、
純
一
人
は
章
伯
明
で
あ
る
。
二
人
と
も
儒
学
に
広
く
触
れ
、
処
方
四
築
の
研
究
に
尽
力
し
て
い
た
)
。
品、引儒
医
が
広
く
存
在
し
て
い
た
元
代
に
お
い
て
は
、
宋
金
時
代
に
比
し
て
、
儒
医
で
あ
る
こ
と
の
価
値
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
た
。
そ
5
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
医
学
を
世
業
と
し
て
い
な
い
儒
医
は
、
自
分
の
技
術
を
証
明
す
る
方
法
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
一
つ
の
方
法
が
、
医
書
を
著
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
儒
医
知
識
人
に
と
っ
て
、
自
分
の
経
験
を
積
む
最
も
有
効
な
方
法
は
処
方
築
を
集
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
、
処
方
築
の
収
集
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
医
家
と
し
て
の
技
術
を
重
視
す
る
儒
家
知
識
人
も
い
的
。
つ
ま
り
、
医
学
を
世
業
と
し
て
い
な
い
儒
医
に
と
っ
て
、
処
方
築
の
収
集
は
、
儒
家
知
識
人
と
の
関
係
構
築
、
医
家
と
し
て
の
技
術
の
証
明
と
い
う
意
味
で
、
自
身
の
名
声
を
高
め
る
た
め
の
基
本
的
な
手
段
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
厳
寿
逸
の
例
や
上
の
諸
史
料
に
現
れ
る
「
進
士
」
・
「
儒
術
」
な
ど
の
語
か
ら
、
世
業
を
持
た
な
い
数
多
〈
の
儒
医
は
、
医
書
の
序
文
を
依
頼
す
る
際
、
自
身
が
か
つ
て
儒
家
知
識
人
で
あ
っ
た
と
い
う
点
を
儒
家
知
識
人
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
一
方
、
単
な
る
技
術
者
と
し
て
の
医
家
は
儒
家
〔悶〕
知
識
人
に
序
文
を
依
頼
す
る
こ
と
す
ら
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
知
識
人
層
に
医
家
の
影
響
力
を
及
ぼ
す
と
い
う
点
で
は
、
一
般
的
な
医
家
よ
り
も
、
儒
医
に
優
位
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
立
場
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
、
儒
家
知
識
人
と
の
交
際
の
機
会
を
得
、
自
ら
の
名
声
を
知
識
人
層
の
聞
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
モ
ン
コ
ル
朝
廷
治
下
に
お
け
る
医
家
の
地
位
上
昇
と
と
も
に
、
儒
家
知
識
人
の
医
家
へ
の
転
向
を
促
進
す
る
要
因
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
52 
儒
家
知
識
人
の
反
応
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
下
に
お
い
て
は
、
宣
聖
祭
紀
を
モ
デ
ル
と
し
た
三
皇
祭
犯
の
制
度
化
や
、
多
く
の
儒
家
知
識
人
の
医
家
へ
の
転
向
な
ど
、
儒
{
承
知
識
人
と
医
家
と
の
関
係
に
新
た
な
展
開
が
み
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
=
一
皇
祭
記
お
よ
び
医
学
の
状
況
の
変
化
を
儒
家
r
知
識
人
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
二
一
皐
祭
杷
に
対
す
る
儒
家
知
識
人
の
反
応
を
み
て
み
よ
、勺ノ。
=
一
聖
人
之
有
功
徳
於
人
也
、
其
猶
天
地
欺
。
夫
有
功
徳
者
必
有
報
、
能
定
九
州
而
組
以
為
社
、
能
殖
百
穀
而
紀
以
為
稜
。
況
三
聖
人
与
天
地
同
其
大
者
乎
。
・
・
皐
元
新
制
、
路
府
州
県
医
学
立
三
皐
廟
視
儒
学
孔
子
廟
等
、
可
謂
不
忘
コ
一
聖
人
之
功
徳
也
(
三
里
人
が
人
に
功
徳
を
有
す
る
の
は
、
天
地
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
功
徳
を
有
す
る
者
は
必
ず
報
い
ら
れ
、
九
州
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
社
と
し
て
杷
ら
れ
、
百
殺
を
繁
殖
さ
せ
る
と
稜
と
し
て
杷
ら
れ
る
。
ま
し
て
や
三
聖
人
が
天
地
と
同
様
に
尊
ば
れ
る
の
は
な
お
さ
ら
だ
。
・
大
元
の
新
制
に
お
い
て
、
儒
学
の
孔
子
廟
と
同
様
に
路
目
府
州
・
県
の
医
学
校
に
三
皇
廟
を
立
て
た
こ
と
は
、
一
ニ
聖
人
の
功
徳
を
忘
れ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
)
。
こ
の
記
述
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
且
ハ
澄
は
、
ま
ず
三
阜
の
天
地
に
比
肩
で
き
る
功
徳
を
述
べ
、
つ
ぎ
に
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
が
各
地
で
三
皇
の
た
め
廟
を
建
て
杷
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
称
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
皇
に
対
す
る
祭
杷
を
行
う
者
が
医
家
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
は
不
満
を
表
明
し
て
い
る
。
元
有
天
下
、
乃
令
郡
白
巴
立
廟
、
杷
用
春
秋
二
季
。
然
使
医
学
掌
之
、
取
歴
代
名
医
従
食
於
膝
下
、
亦
有
所
不
議
也
。
窃
意
如
唐
(
凶
凶
)
制
、
天
子
親
致
洞
駕
、
則
於
礼
為
至
(
大
元
は
天
下
を
保
つ
と
、
郡
邑
に
廟
を
立
て
さ
せ
、
祭
把
は
春
秋
二
季
に
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
医
家
に
こ
れ
を
主
管
さ
せ
、
歴
代
名
医
を
選
ん
で
牒
下
に
付
し
て
柁
ら
せ
て
い
る
が
、
亦
た
(
礼
に
)
そ
ぐ
わ
な
い
所
が
あ
る
の
で
あ
る
。
窃
か
に
考
え
る
に
唐
制
の
よ
う
に
、
皇
帝
親
ら
が
祭
犯
を
行
え
ば
、
礼
と
し
て
相
応
し
い
)
。
元
末
海
寧
県
(
漸
江
海
寧
)
の
呉
海
は
、
唐
代
の
よ
う
に
皇
帝
の
主
導
で
三
皐
を
祭
杷
す
る
こ
と
が
、
礼
と
し
て
相
応
し
い
と
建
言
し
て
い
る
。
元
代
江
南
の
儒
家
知
識
人
は
、
二
一
皐
祭
杷
が
朝
廷
の
祭
杷
と
し
て
皇
帝
の
主
導
で
行
わ
れ
る
こ
と
こ
そ
が
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
と
(
思
}
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
儒
家
知
識
人
が
皇
帝
に
よ
る
三
皇
祭
杷
を
主
張
し
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
意
見
に
も
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。
国
家
之
制
、
自
国
都
至
於
郡
邑
、
鉦
有
逮
逝
、
守
令
有
司
之
所
在
、
皆
得
建
廟
通
紀
三
皇
、
而
医
者
主
之
。
・
若
稽
在
昔
世
祖
皇
帝
歪
承
大
統
、
神
武
不
殺
、
奄
有
万
邦
。
天
下
既
寧
、
兵
(
M
V
 
仮
弗
用
、
礼
・
楽
・
刑
・
政
、
治
具
畢
挙
(
王
朝
の
制
度
に
は
、
園
都
よ
り
郡
邑
に
至
る
ま
で
遠
近
な
く
、
守
令
有
司
の
在
る
所
に
お
い
て
、
一
様
に
廟
を
建
て
て
三
皐
を
共
同
祭
記
す
る
こ
と
が
で
き
、
医
者
が
こ
れ
を
主
管
し
た
。
:
・
考
え
る
に
昔
ク
ピ
ラ
イ
が
大
統
を
継
承
し
、
強
さ
を
侍
み
と
し
て
殺
裁
を
行
わ
ず
、
万
邦
を
奄
有
し
た
。
天
下
は
既
に
や
す
ら
か
と
な
り
、
兵
は
お
さ
ま
り
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
礼
・
楽
・
刑
政
は
、
す
べ
て
出
来
上
が
っ
た
)
。
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
は
、
こ
れ
ま
で
の
主
朝
で
は
な
し
得
な
か
っ
た
レ
ベ
ル
で
「
万
邦
を
奄
有
す
る
(
奄
有
万
邦
)
」
と
い
う
混
一
王
朝
で
あ
っ
(
お
-た
。
そ
し
て
南
宋
を
滅
ぼ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
拡
大
し
た
天
下
を
完
仔
全
に
統
一
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
虞
集
は
、
ぺ
三
皐
祭
杷
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
儒
家
知
U
 
日
識
人
の
筆
に
よ
る
三
皐
廟
記
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
話
。
つ
ま
り
、
枇
当
時
の
儒
家
知
識
人
は
、
二
一
皇
祭
犯
を
新
た
な
混
一
主
朝
の
祭
紀
の
峨
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
um
次
に
、
儒
家
知
識
人
が
儒
医
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
鮒
か
に
つ
い
て
み
て
み
よ
、
っ
。
四
国
書
一
代
同
文
之
制
、
儒
以
明
人
倫
。
医
乃
鼎
足
峠
者
、
以
其
争
、引
川
為
業
重
且
難
故
也
、
技
而
進
於
道
者
也
o
J
t参
造
化
之
機
、
窮
事
物
之
理
、
而
又
存
之
以
仁
、
済
之
以
廉
者
(
図
書
(
パ
ス
パ
字
)
は
一
つ
の
王
朝
で
文
を
同
じ
く
す
る
制
で
あ
り
、
儒
学
53 
は
人
倫
を
明
ら
か
に
す
る
。
医
学
が
重
要
な
地
位
に
あ
る
の
は
、
そ
の
業
が
重
く
難
し
い
か
ら
で
あ
り
、
技
術
で
あ
り
な
が
ら
道
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
必
ず
造
化
の
機
を
参
究
し
、
物
事
の
理
を
窮
め
、
又
た
こ
れ
を
留
め
る
の
に
仁
を
以
て
し
、
こ
れ
を
救
う
の
に
廉
を
以
て
す
る
)
。
こ
の
史
料
か
ら
、
儒
学
の
基
本
理
念
に
お
い
て
も
医
学
は
儒
学
と
同
様
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
医
学
も
ま
さ
に
儒
学
の
よ
う
に
「
格
物
致
知
」
の
方
法
を
通
し
て
儒
家
の
理
念
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
儒
家
知
識
人
に
と
っ
て
、
医
学
は
天
下
の
民
に
力
を
尺
ミ
す
と
い
う
儒
家
の
理
念
を
実
現
す
る
方
法
で
・もみのつれ~。
ま
た
、
黄
滑
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
【
四
}
今
之
建
学
立
師
、
医
与
儒
等
爾
(
今
の
学
校
を
建
て
て
先
生
を
招
聴
す
る
こ
と
は
、
医
家
と
儒
家
で
同
じ
で
あ
る
)
。
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
の
政
策
の
下
、
各
地
に
お
い
て
医
学
校
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
影
響
が
波
及
し
た
結
果
、
究
極
的
に
は
医
家
と
儒
家
は
同
じ
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る
儒
家
知
識
人
の
医
家
へ
の
転
向
は
、
こ
の
よ
う
な
医
と
儒
の
同
列
化
と
連
動
す
る
動
き
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
「
傷
寒
生
意
序
」
に
み
え
る
呉
澄
の
見
解
を
み
て
お
き
た
い
。
景
先
之
儒
未
獲
施
、
而
医
乃
有
済
、
所
以
賛
天
地
生
生
之
意
、
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其
功
為
何
如
哉
(
儒
家
と
し
て
の
熊
景
先
は
未
だ
志
を
ふ
る
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
医
家
と
し
て
は
そ
れ
を
成
し
遂
げ
、
い
わ
ゆ
る
天
地
の
生
民
を
生
か
す
と
い
う
意
を
賛
助
し
、
そ
の
功
績
は
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
か
)
。
『
傷
寒
生
意
』
の
執
筆
者
熊
景
先
は
、
儒
家
と
し
て
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
医
家
と
し
て
は
処
方
築
を
集
め
て
医
書
を
著
し
、
大
き
な
功
績
が
あ
っ
た
。
呉
澄
は
、
医
家
も
儒
家
の
よ
う
に
天
下
の
生
民
の
た
め
に
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
身
の
妹
の
娘
婿
の
医
学
教
授
呉
成
に
贈
っ
た
序
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
予
嘉
其
留
意
於
医
也
、
為
述
炎
黄
・
武
王
・
伊
目
周
・
孔
子
六
聖
人
仁
民
済
世
、
愛
親
愛
身
之
道
以
聞
広
其
志
、
且
仲
人
人
知
医
道
之
重
。
不
可
視
之
為
一
伎
而
忽
之
雌
(
私
は
医
学
に
注
意
を
払
う
こ
と
を
嘉
す
る
の
は
、
炎
・
黄
・
武
王
・
伊
・
周
・
孔
子
ら
六
聖
人
が
仁
民
済
世
、
愛
親
愛
身
の
道
を
述
べ
て
そ
の
志
を
広
げ
、
か
つ
人
に
医
道
の
重
要
さ
を
知
ら
せ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
を
小
さ
な
技
術
と
し
て
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い)。
呉
成
は
元
々
儒
家
で
あ
っ
た
が
、
自
身
が
重
い
病
気
に
か
か
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
医
学
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
太
医
院
は
呉
成
を
医
学
教
授
に
任
命
し
た
。
呉
澄
は
自
ら
と
姻
戚
関
係
に
あ
る
医
学
教
授
の
た
め
に
執
筆
し
た
序
を
通
じ
て
、
儒
学
理
念
か
ら
医
学
の
地
位
の
上
昇
に
正
当
性
を
与
え
た
こ
と
を
示
し
た
。
つ
ま
り
、
医
学
が
単
な
る
技
術
的
な
も
の
に
止
ま
ら
ず
、
儒
家
の
理
念
も
包
括
し
て
い
る
こ
と
を
、
序
を
読
む
人
々
(
主
に
儒
家
知
識
人
)
に
伝
え
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
第
一
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
元
代
の
医
家
の
地
位
は
向
上
し
て
い
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
医
学
を
儒
学
と
比
肩
で
き
な
い
単
な
る
「
術
」
と
み
な
す
儒
家
知
識
人
も
存
在
し
て
い
た
。
『
呉
文
正
公
集
』
巻
一
七
「
贈
建
国
国
医
学
呉
学
録
序
」
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
{
且
貴
之
宗
人
有
誇
窪
発
者
、
宋
成
淳
庚
午
与
予
同
充
郷
貢
士
。
後
五
十
七
年
而
其
孫
一
鳳
為
建
回
目
路
医
学
録
。
成
機
儒
家
子
而
易
業
於
医
。
予
謂
医
儒
一
道
也
。
儒
以
仁
済
天
下
之
民
、
医
之
伎
独
非
済
人
之
仁
乎
(
{
且
黄
県
の
同
宗
に
呉
震
発
と
い
う
者
が
お
り
、
宋
代
の
成
淳
庚
午
に
私
と
と
も
に
郷
貢
進
土
に
充
て
ら
れ
た
。
そ
の
後
五
十
七
年
が
経
っ
て
彼
の
孫
で
あ
る
呉
一
鳳
は
建
周
囲
路
の
医
学
録
と
な
っ
た
。
(
呉
一
鳳
が
)
儒
家
の
子
で
あ
り
な
が
ら
業
を
変
え
て
医
家
と
な
っ
た
こ
と
を
、
み
な
が
瑚
っ
た
。
私
は
医
学
と
儒
学
は
同
じ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
儒
学
は
仁
に
よ
っ
て
天
下
の
民
を
救
い
、
医
学
の
技
術
も
人
を
救
う
仁
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
)
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
撫
州
路
宜
黄
県
(
江
西
宜
黄
)
の
呉
一
鳳
の
医
家
へ
の
転
向
を
批
判
す
る
者
が
い
た
。
こ
の
記
述
は
、
儒
家
知
識
人
が
医
家
へ
転
向
す
る
行
為
が
、
軽
蔑
の
対
象
と
な
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
呉
澄
は
再
び
儒
家
の
理
念
か
ら
、
儒
学
と
医
学
の
一
致
点
を
強
調
し
て
反
論
し
た
の
で
あ
る
。
呉
澄
の
よ
う
に
、
医
学
と
儒
学
と
の
共
通
の
理
念
を
強
調
す
る
儒
家
知
(位】
識
人
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
自
分
た
ち
の
能
力
で
は
実
現
で
き
な
い
理
念
を
医
家
に
託
す
儒
家
知
識
人
も
存
在
し
た
。
子
知
済
之
為
義
乎
。
医
不
止
於
如
済
也
。
:
:
:
済
於
天
下
、
且
疋
〈偲ザ
亦
子
之
済
也
。
・
子
乃
能
済
衆
、
我
不
能
(
あ
な
た
は
「
済
」
の
意
味
が
分
か
る
だ
ろ
う
か
。
医
家
は
「
済
」
の
よ
う
な
も
の
に
止
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
-
e
・e
・
-
天
下
に
お
い
て
民
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
亦
た
あ
な
た
の
「
済
」
で
あ
る
。
・
あ
仔
な
た
は
民
衆
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
私
に
は
で
き
な
い
)
。
ぺ
こ
れ
は
、
宋
末
元
初
の
劉
辰
翁
が
医
家
謝
清
叔
の
た
め
に
執
筆
し
た
訂
「
済
庵
記
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
劉
辰
翁
自
身
は
、
民
衆
を
救
済
泊
す
る
こ
と
を
通
じ
て
儒
家
の
理
念
を
実
現
で
き
ず
、
そ
れ
を
謝
清
叔
古川
叫
に
託
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
儒
家
知
識
人
と
し
て
の
迎
汰
想
を
実
現
す
る
点
に
お
い
て
、
儒
家
と
医
家
の
境
界
は
非
常
に
殴
昧
釦
に
な
っ
て
い
た
。
官用江t
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お
わ
り
に
本
稿
の
議
論
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
=
一
皇
祭
紀
に
お
け
る
医
学
官
・
医
学
生
が
果
た
し
た
役
割
を
指
摘
し
た
。
こ
の
点
は
こ
れ
ま
で
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
実
で
あ
る
。
従
来
、
=
一
息
一
祭
犯
の
三
献
官
は
地
方
官
の
ダ
ル
ガ
チ
・
総
管
・
同
知
が
担
当
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
解
釈
の
誤
り
を
指
摘
し
、
そ
の
う
ち
の
終
献
官
は
医
学
官
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
医
学
官
や
医
学
生
の
三
皇
祭
杷
に
お
け
る
参
与
に
代
表
さ
れ
る
医
学
の
地
位
の
上
昇
は
、
儒
家
知
識
人
が
医
学
の
道
を
積
極
的
に
選
択
し
て
い
く
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
儒
家
知
識
人
が
医
家
へ
転
向
す
る
具
体
的
な
事
例
に
基
づ
き
、
そ
の
実
態
を
分
析
し
た
。
彼
ら
は
元
々
医
学
を
世
業
と
し
て
い
た
人
々
、
医
学
を
世
業
と
し
て
い
な
い
が
、
何
ら
か
の
手
段
に
よ
っ
て
医
家
に
転
向
し
た
人
々
で
あ
る
。
呉
澄
を
始
め
と
す
る
儒
家
知
識
人
は
、
医
学
を
世
業
と
す
る
儒
学
宗
族
の
存
在
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
下
に
お
け
る
地
方
の
三
皇
祭
杷
や
医
学
校
へ
の
整
備
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
基
づ
く
新
た
な
出
仕
ル
l
ト
の
登
場
は
、
儒
・
医
関
係
の
変
容
、
言
い
換
え
れ
ば
医
学
を
め
ぐ
る
知
識
人
の
職
能
化
を
促
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
、
医
家
に
よ
っ
て
主
管
さ
れ
て
い
た
三
皇
祭
杷
に
対
す
る
江
南
の
儒
家
知
識
人
の
態
度
を
考
察
し
た
。
彼
ら
は
、
そ
の
祭
問
自
体
が
礼
と
し
て
新
た
な
混
一
王
朝
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
に
相
応
し
い
か
ど
う
か
に
最
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
儒
家
知
識
人
は
、
三
皐
6
祭
把
が
医
家
に
よ
っ
て
主
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
不
満
を
抱
い
て
い
5
た
の
で
は
な
く
、
朝
廷
の
祭
杷
と
し
て
皇
帝
の
主
導
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
多
く
の
儒
家
知
識
人
が
医
家
へ
と
転
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た
状
況
に
対
し
て
、
彼
ら
は
儒
家
・
医
家
を
儒
学
の
理
念
で
結
び
つ
け
、
儒
家
だ
け
で
な
く
医
家
も
そ
の
理
念
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
存
在
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
知
識
人
の
職
能
化
に
つ
い
て
は
、
従
来
科
挙
の
中
止
に
よ
っ
て
知
識
人
が
や
む
を
得
ず
職
能
化
の
道
を
選
択
し
た
と
い
う
消
極
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
稿
の
議
論
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
彼
ら
が
互
い
に
儒
学
の
理
念
を
共
有
し
て
活
動
し
て
い
た
と
い
う
積
極
的
な
側
面
も
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
対
等
と
も
同
列
と
も
い
っ
て
よ
い
儒
・
医
関
係
は
、
そ
れ
ま
で
の
時
代
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
元
代
の
知
識
人
社
会
の
特
徴
の
-
つ
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
三
皐
祭
把
田
学
校
制
度
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
儒
家
医
家
を
同
様
に
扱
う
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
の
政
策
の
影
響
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、
儒
家
知
識
人
の
医
家
へ
の
転
向
を
職
能
化
の
代
表
的
な
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
元
代
に
お
け
る
儒
家
知
識
人
の
医
家
へ
の
転
向
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
新
た
な
儒
医
関
係
の
形
成
か
ら
、
知
識
人
の
職
能
化
と
い
う
現
象
は
、
江
南
知
識
人
の
元
代
に
お
け
る
新
た
な
動
向
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
医
家
以
外
に
も
、
陰
陽
や
築
刻
な
ど
、
他
の
分
野
へ
の
職
能
化
に
つ
い
て
も
議
論
す
る
こ
と
に
よ
り
、
元
代
江
南
知
識
人
の
安
枝
な
活
動
か
ら
彼
ら
の
実
像
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
注
(
1
)
宋
代
の
「
科
挙
社
会
」
の
形
成
に
つ
い
て
は
近
藤
一
成
「
宋
代
士
大
夫
政
治
の
特
色
」
(
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
九
中
華
の
分
裂
と
再
生
』
東
京
岩
波
書
底
、
一
九
九
九
)
、
同
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
科
挙
か
ら
み
た
束
ア
ジ
ア
|
|
科
挙
社
会
と
科
挙
文
化
」
企
画
趣
旨
」
(
『
中
国
|
|
社
会
と
文
化
』
一
二
一
、
二
O
O
七
)
及
び
同
『
宋
代
中
国
科
挙
社
会
の
研
究
』
(
東
京
汲
古
書
院
、
三
O
O九
)
に
収
録
)
「
序
論
」
を
参
照
。
(
2
)
植
松
正
『
元
代
江
南
政
治
社
会
史
研
究
』
(
東
京
・
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
)
、
頁
三
1
八。
(
3
)
杉
山
正
明
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
研
究
の
現
状
と
課
題
」
(
宋
元
時
代
史
の
基
本
問
題
編
集
委
員
会
(
編
)
『
宋
元
時
代
史
の
基
本
問
題
』
東
京
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
)
、
頁
四
九
七
1
五
一
一
八
。
同
『
世
界
史
を
変
貌
さ
せ
た
モ
ン
ゴ
ル
|
|
時
代
史
の
デ
ッ
サ
ン
|
|
』
(
東
京
角
川
書
庖
、
二
0
0
0
)
、
頁
一
四
七
1
二
二
六
。
(
4
)
元
代
江
南
知
識
人
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
元
代
江
商
社
会
研
究
の
現
状
と
展
望
|
|
知
識
人
の
問
題
を
中
心
に
ー
l
」
(
『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
四
O
、二
O
二
一
)
及
ぴ
「
江
南
知
識
人
に
と
っ
て
の
宋
元
交
替
I
|
中
慨
州
に
お
け
る
地
域
の
保
全
と
社
会
秩
序
の
櫛
拭
r
i
l
l」
(
「
束
洋
学
報
』
九
四
ご
、
ニ
O
二
己
を
参
照
。
(
5
)
桜
井
智
美
「
日
本
に
お
け
る
最
近
の
元
代
史
盟
問
l
l文
化
政
策
を
め
ぐ
る
研
究
を
中
心
に
|
|
」
(
『
中
国
史
学
』
一
二
、
二
O
O
二)、
頁
二
ニ
七
。
ま
た
、
前
掲
注
(
4
)
拙
稿
「
元
代
江
南
社
会
研
究
の
現
状
と
展
望
|
|
知
識
人
の
問
題
を
中
心
に
|
|
」
、
頁
六
を
参
百
ち
(
6
)
同
O
F
O
耳
目
国
当
5ω
は
、
こ
う
し
た
現
象
を
エ
リ
ー
ト
層
の
「
職
業
の
シ
フ
ト
」
(poo]HHE，
R
E宮
C
E巴
岳
民
H
)
と
呼
ん
で
い
る
(
1
2
2
D
E耳
目
。
E
Z
E
E
噌
口
on吉
田
吉
田
E
問
自
晶
司
ロ
E
J
n註
l
芯
号
待
5
5
F
5
g・
3
・
喧
忍
)
。
ま
た
、
王
瑞
来
は
、
「
職
業
転
向
」
と
い
う
語
を
用
い
た
(
王
瑞
来
「
科
挙
取
消
的
歴
史
略
論
元
代
士
人
的
心
態
変
化
与
職
業
取
向
」
(
劉
海
峰
(
主
編
)
『
科
挙
制
的
終
結
与
科
挙
学
的
興
起
』
武
漢
・
華
中
師
範
大
学
出
版
社
、
ご
O
O六)。
引
な
お
、
本
稿
で
は
、
「
転
向
」
を
、
主
と
し
て
儒
家
知
識
人
が
医
学
ー
の
道
に
進
む
と
い
う
意
味
で
用
い
る
が
、
儒
家
知
識
人
が
医
家
に
転
い
向
し
た
場
合
で
も
、
儒
家
知
識
人
と
し
て
の
性
格
を
失
、
つ
わ
け
で
は
日
な
い
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
批
(
7
)
竺
沙
雅
章
「
宋
代
の
相
法
と
相
士
ー
ー
そ
の
社
会
史
的
一
考
耽
察
|
|
」
(
昭
和
印
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
総
合
研
究
A
)
研
M
究
成
果
報
告
書
(
課
題
番
号
日
空
言
ω)
、
堀
川
哲
男
(
研
究
代
表
者
)
臓
「
叩
世
紀
以
降
初
世
紀
初
頭
に
至
る
中
国
社
会
の
権
力
構
造
に
閑
す
帝
る
総
合
的
研
究
』
、
一
九
八
五
)
、
問
「
宋
代
の
術
士
と
士
大
夫
」
(
『
京
間
方
学
会
創
立
四
O
周
年
記
念
東
方
学
論
集
』
束
京
・
束
方
学
会
、
元
一
九
八
七
)
、
陳
元
朋
『
両
宋
的
「
尚
医
士
人
」
与
「
儲
医
」
|
|
兼
論
其
在
金
元
的
流
変
|
|
』
(
台
北
国
立
台
湾
大
学
文
史
叢
刊
、
一
九
九
七
)
、
劉
祥
光
「
両
宋
士
人
与
ト
算
文
化
的
成
長
」
(
浦
慕
州
57 
(
編
)
『
鬼
魅
神
路
|
|
中
国
通
俗
文
化
側
写
』
台
北
城
邦
文
化
事
股
扮
有
限
公
司
麦
回
出
版
事
業
部
、
ニ
O
O
五
)
、
摩
戚
恵
(
上
内
健
司
訳
)
「
墓
葬
と
風
水
l
l宋
代
に
お
け
る
地
理
師
の
社
会
的
位
置
1
|」
(
『
都
市
文
化
研
究
』
一
O
、二
O
O八
)
、
同
(
今
泉
牧
子
訳
)
「
小
道
の
体
験
|
|
宋
代
士
人
生
活
に
お
け
る
術
士
と
術
数
|
|
」
(
「
都
市
文
化
研
究
」
一
三
、
二
O
一一)。
(
8
)
前
掲
注
(
7
)
隙
元
朋
著
書
第
四
章
「
金
元
士
人
的
「
尚
医
」
・
「
為
医
」
与
「
儒
医
」
許
詞
的
延
続
」
、
頁
一
一
一
一
五
l
二
九
七
を
参
照
。
(
9
)
儒
医
と
称
さ
れ
た
医
家
は
、
儒
家
知
識
人
と
し
て
の
性
格
も
失
つ
て
い
な
い
知
識
人
層
で
あ
り
、
単
な
る
技
術
者
と
し
て
の
医
家
と
は
異
な
る
性
格
を
有
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
の
地
方
の
医
学
校
や
三
皐
祭
杷
に
対
す
る
政
策
と
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
知
識
人
の
動
向
に
焦
点
を
当
て
る
た
め
、
特
に
儒
医
を
取
り
上
げ
て
議
論
を
展
開
す
る
。
(
叩
)
前
掲
注
(
7
)
陳
元
朋
著
書
第
四
章
「
金
元
土
人
的
「
尚
医
」
・
「
為
医
」
与
「
儒
医
」
称
謂
的
延
続
」
を
参
照
。
(
日
)
危
索
『
危
太
僕
文
続
集
』
(
『
元
人
文
抽
出
珍
本
殻
刊
」
七
、
台
北
新
文
堂
出
版
、
一
九
八
五
、
以
下
同
じ
)
巻
六
「
故
天
臨
路
医
学
教
授
厳
君
墓
銘
」
。
(
ロ
)
『
元
典
章
』
(
台
北
。
国
立
故
宮
博
物
院
刊
行
、
一
九
七
六
、
以
下
同
じ
)
一
七
戸
部
巻
三
コ
戸
計
・
籍
冊
・
戸
一
口
条
函
」
。
(
日
)
蹴
啓
慶
「
元
代
進
士
輯
考
』
、
台
北
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
二
O
一
二
、
頁
一
二
回
、
頁
一
一
七
五
、
貰
四
O
六。
(
日
比
)
こ
れ
に
関
し
て
、
太
田
湘
一
郎
は
、
戸
口
の
統
計
に
お
い
て
儒
戸
・
医
戸
は
「
広
義
の
民
戸
に
含
め
ら
れ
る
存
在
」
と
指
摘
し
て
い
る
(
太
58 
回
嫡
一
郎
「
元
代
の
儒
戸
と
儒
籍
」
、
『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
五
、
一
九
九
一
一
、
頁
一
八
七
)
。
(
日
)
宮
下
三
郎
「
宋
元
の
医
療
」
(
薮
内
清
(
編
)
『
宋
元
時
代
の
科
学
技
術
史
』
京
都
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
六
七
)
、
陳
高
華
「
元
代
的
医
療
習
俗
」
(
『
術
江
学
刊
』
二
O
O
一
l
四
)
、
梁
其
姿
「
宋
元
明
的
地
方
医
療
資
源
初
探
」
(
張
図
剛
(
主
編
)
『
中
国
社
会
歴
史
評
論
』
二
一
、
北
京
.
中
華
書
局
、
二
O
O
一
)
、
旨
官
官
同
2
E
O
Z
E
P
-
-冨
ω
虫
色
Z
R邑
出
向
昨
o自
吾
命
的
。
ロ
白
神
0
5
0
呂
口
同
J
F己』・印
H
E
P
自
品
目
岳
民
雪
自
の
5
5
F叫
出
。
白
書
h
国
E
Fミ
宮
h
司
霊
提
言
活
刊
誌
GE宮
E
同
喜
屯
h
E
Z
ι
鴨
川
出
ERι
ロ
E
Z
E
q
k
F
E
n
o
E
2
胃
g
p
N
D
C曲
、
高
偉
「
元
朝
君
主
対
医
家
的
網
羅
及
其
影
響
」
(
「
前
州
大
学
学
報
(
社
会
科
学
版
)
』
一
九
九
九
l
四)、
同
E
E
印
E
E
P
E一宮旦
E
与の
g
t
E
ι
岳
町
同
町
自
立
。
飢
え
p
o
叶
可
E
P
。
官
E吉
田
宮
J
E
E
P
-
B
u
h
r
n
g
o
a
n
g
E
f
p
-
E邑
智
宮
田
中
z
s
ω
J
同
G
Eねえ
L
F
言語。出品『
b
p
E片
的
宮
KNEStHUN--叶。
(
国
)
池
内
功
「
元
朝
の
郡
県
祭
把
に
つ
い
て
」
(
野
口
銭
郎
(
編
)
『
中
国
史
に
お
け
る
教
と
国
家
』
東
京
雄
山
悶
出
版
、
一
九
九
四
)
、
張
世
情
「
元
代
医
肥
三
皇
考
」
(
『
史
学
月
刊
』
二
O
O
四
1
七
)
、
水
越
知
「
元
代
の
洞
廟
祭
杷
と
地
域
社
会
1
1
|
三
皇
腐
と
賜
額
賜
鋭
|
|
」
(
『
東
方
宗
教
』
一
O
六
、
二
O
O五
)
、
谷
口
綾
「
元
代
三
皇
廟
制
度
の
成
立
に
つ
い
て
」
(
『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
二
九
、
二
O
O
七)。
(
口
)
森
田
憲
司
「
碑
記
の
撰
述
か
ら
見
た
宋
元
交
替
矧
の
鹿
元
に
お
け
る
士
大
夫
」
(
『
奈
良
史
学
』
一
七
、
一
九
九
九
、
の
ち
、
『
元
代
知
識
人
と
地
域
社
会
』
(
東
京
汲
古
書
院
、
二
O
O
四
)
に
収
録
)
、
頁
六
回
を
参
照
。
(
児
)
多
く
の
医
家
は
自
分
の
名
声
を
高
め
る
た
め
に
、
往
々
に
し
て
儒
家
知
識
人
が
執
筆
し
た
序
を
過
し
て
、
儒
家
知
識
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
た
。
宋
稿
『
府
巷
集
」
(
文
淵
閤
四
庫
全
書
)
巻
一
三
「
贈
徐
君
采
序
」
に
「
其
擬
遊
京
師
也
、
安
陽
韓
先
生
以
文
贈
之
、
且
稿
其
雅
好
琴
書
」
と
あ
る
。
紹
興
(
漸
江
紹
興
)
の
徐
采
が
宋
臓
に
序
の
執
筆
を
依
頼
す
る
前
に
、
安
陽
(
河
南
安
陽
)
の
韓
氏
が
執
筆
し
た
序
を
出
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
陰
陽
者
が
儒
家
知
識
人
に
序
の
執
筆
を
依
願
す
る
際
、
同
様
な
や
り
方
を
と
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
前
掲
注
(
7
)
屡
成
恵
二
O
O八
一
一
O
一
一
論
文
)
。
(
四
)
危
素
「
危
太
撲
文
続
集
』
巻
六
「
故
天
臨
路
医
学
教
授
厳
君
墓
銘
」
に
「
君
緯
寿
逸
宋
南
城
県
学
教
諭
是
為
君
之
曽
祖
。
:
:
幼
頴
敏
、
始
入
学
即
能
属
対
十
字
、
長
者
異
之
。
国
朝
設
医
学
、
充
弟
子
員
者
、
復
之
、
君
以
儒
家
子
在
選
中
。
盤
長
、
以
能
医
称
於
郷
、
遂
以
選
為
南
地
且
州
医
学
正
。
北
遊
京
師
。
楚
国
程
文
意
公
、
君
郷
貴
人
、
介
之
往
見
臨
川
呉
文
正
公
於
成
均
、
呉
公
勉
之
。
益
治
其
業
。
:
有
「
医
学
啓
蒙
』
『
仲
景
論
評
』
若
干
巻
、
呉
公
実
為
之
序
。
:
尤
普
於
詩
、
有
『
擬
陶
』
等
集
若
干
巻
、
抽
出
章
掲
文
安
公
嘗
序
其
首
」
と
あ
る
。
(
加
)
江
南
知
識
人
が
建
康
(
江
蘇
南
京
)
大
都
(
北
京
)
な
ど
「
通
都
大
邑
」
に
赴
き
官
職
を
求
め
、
あ
る
い
は
勉
学
に
励
ん
で
い
た
活
動
は
、
「
遊
学
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
(
申
万
里
「
元
代
遊
学
初
探
」
『
中
国
史
研
究
』
二
O
O
六
二
)
。
(
氾
)
前
期
円
注
(
7
)
隙
元
朋
著
書
、
頁
二
四
O
を
参
照
。
(
m
M
)
た
と
え
ば
、
ォ
ゴ
デ
イ
(
O
叩孟
E
太
宗
)
九
年
(
一
二
三
七
)
に
は
燕
京
(
北
京
)
な
ど
各
地
で
恵
民
薬
局
が
設
置
さ
れ
た
(
『
元
史
』
巻
九
六
「
食
貨
志
四
・
恵
民
薬
局
」
)
。
さ
ら
に
、
近
年
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
初
期
に
お
け
る
医
学
事
業
に
つ
い
て
も
、
再
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
『
御
茶
院
方
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
元
代
後
期
に
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
の
研
究
は
、
金
末
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
に
基
づ
い
て
、
ド
レ
ゲ
ネ
(
ロ
即
日
開
EO)
監
園
時
代
の
壬
寅
年
(
二
一
四
二
)
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
に
、
「
御
前
洗
面
薬
」
や
「
皇
后
洗
面
薬
」
な
ど
の
美
容
薬
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
初
は
宮
中
で
使
用
さ
れ
た
書
物
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ク
ピ
ラ
イ
の
至
元
四
年
(
一
一
一
六
七
)
に
再
度
刊
行
さ
れ
て
以
降
、
徐
々
に
民
間
に
伝
わ
り
、
さ
ら
に
朝
鮮
・
刊
日
本
に
も
流
布
し
て
い
っ
た
(
周
益
新
「
『
御
楽
院
方
』
研
究
」
、
『
山
ぺ
西
中
医
』
二
O
O七
l
て
頁
五
六
)
。
こ
の
『
御
薬
院
方
』
の
モ
ド
ン
ゴ
ル
時
代
に
お
け
る
刊
行
も
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
が
積
極
的
に
医
学
百
の
知
識
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
レ
』
守
命
。
市恒附
(
お
)
『
元
典
章
』
二
三
礼
部
巻
五
「
学
校
二
・
医
学
・
設
立
医
学
」
。
M
(
M
)
こ
の
中
審
省
の
文
書
が
ク
ピ
ラ
イ
期
の
ど
の
時
点
で
下
さ
れ
た
か
織
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
関
す
る
記
載
は
『
延
祐
四
配
明
志
』
巻
一
四
「
本
路
医
学
」
、
陸
文
圭
「
艦
束
類
稿
」
巻
八
「
三
世
皇
殿
講
堂
記
」
、
危
索
『
危
太
撲
文
集
』
巻
一
O
「
三
皇
祭
礼
序
」
元
な
ど
を
参
問
。
な
お
、
一
二
皇
祭
把
自
体
は
、
朝
廷
の
祭
杷
と
し
て
、
唐
代
以
来
行
わ
れ
て
い
た
が
、
地
方
で
公
的
に
祭
杷
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
元
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
民
間
信
59 
仰
の
対
象
と
し
て
も
、
各
地
で
三
皇
堂
・
三
皇
股
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
は
、
こ
れ
ら
民
間
の
祭
紐
を
朝
廷
の
諸
制
度
の
枠
組
み
に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
お
)
前
拐
注
(
日
)
水
越
論
文
と
谷
口
論
文
を
参
照
。
(
お
)
中
華
香
局
出
版
(
北
京
一
九
七
六
)
『
元
史
』
に
も
と
づ
く
。
(
幻
)
類
似
の
表
現
と
し
て
、
元
人
文
集
に
、
「
医
者
主
調
」
(
掲
侠
斯
『
掲
文
安
公
全
集
』
巻
一
O
「
増
城
三
皇
廟
記
」
)
、
「
医
者
主
之
」
(
『
固
朝
文
類
」
巻
四
一
「
雑
若
三
皇
」
)
「
医
師
領
其
洞
背
中
」
(
黄
潜
『
金
華
黄
先
生
文
集
』
巻
一
O
「
浦
江
県
三
皇
廟
記
」
)
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
「
医
家
」
の
用
語
で
統
一
す
る
。
(
お
)
池
内
功
は
、
社
稜
・
宣
翌
三
皇
・
岳
鎖
海
演
・
風
師
雨
師
な
ど
の
地
方
祭
杷
に
つ
い
て
、
祭
肥
費
用
の
官
費
支
出
-
祭
犯
の
儀
礼
司
祭
杷
の
担
当
官
な
ど
を
分
析
し
て
い
る
(
前
掲
注
(
時
)
池
内
論
文
)
。
(
却
)
前
掲
注
(
日
)
池
内
論
文
、
頁
一
七
一
1
一
七
ご
を
参
照
。
(
初
)
民
族
出
版
社
(
北
京
ご
0
0
0
)
影
印
光
緒
一
一
一
年
公
普
堂
刊
本
に
も
と
づ
く
。
(
幻
)
杜
佑
『
通
典
』
(
北
京
中
華
寄
局
、
一
九
八
八
)
巻
一
三
ニ
「
職
官
一
五
州
郡
下
」
に
「
大
唐
州
府
佐
吏
与
隔
制
同
、
有
別
駕
'
長
史
・
司
馬
一
人
。
大
都
督
府
司
馬
有
左
右
二
員
。
凡
別
駕
長
史
司
馬
、
通
商
之
上
佐
」
と
あ
る
。
(
沼
)
「
宋
史
』
巻
一
O
五
「
礼
志
八
・
文
宣
廟
」
と
「
大
金
集
礼
』
巻
三
六
「
宣
聖
廟
・
組
儀
」
を
参
照
。
(
お
)
『
一
冗
史
」
巻
七
二
「
祭
把
士
山
一
・
宣
聖
」
、
「
元
典
章
』
一
一
一
一
札
部
巻
四
「
学
校
一
儒
学
・
宣
聖
廟
告
朔
礼
」
を
参
照
。
(
担
)
陳
基
『
爽
白
斎
稿
』
(
四
部
叢
刊
三
編
)
巻
三
O
「
重
修
三
皇
廟
記
」
。
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(
お
)
虞
集
『
道
図
学
古
録
』
(
四
部
備
要
、
以
下
同
じ
)
巻
三
六
「
哀
州
路
分
宜
県
新
建
三
皇
廟
記
」
。
(
お
)
清
道
光
愛
飴
堂
刊
本
に
も
と
づ
く
。
(
幻
)
コ
一
皇
祭
肥
に
関
す
る
音
楽
の
演
奏
は
歪
正
十
年
(
一
三
五
O
)
か
ら
、
新
た
な
三
皇
廟
祭
杷
礼
楽
の
制
定
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
(
『
元
史
』
巻
七
七
「
祭
杷
志
六
二
一
一
皇
閥
祭
紀
礼
楽
」
)
。
ま
た
、
二
一
皇
祭
犯
に
関
す
る
祭
器
・
雅
楽
・
儀
礼
・
楽
章
の
規
定
は
「
二
一
皇
祭
礼
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
(
危
素
『
危
太
楼
文
集
』
巻
一
O
「一
皇
祭
礼
序
」
)
。
(
お
)
前
掲
注
(
国
)
池
内
論
文
。
(
お
)
元
人
の
文
集
で
は
、
あ
る
宗
族
が
代
々
医
家
を
輩
出
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
「
世
伝
」
・
「
世
業
」
・
「
世
医
」
な
ど
様
々
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
「
世
業
」
に
統
一
し
て
議
論
を
進
め
る
。
(
紛
)
「
元
人
文
集
珍
本
叢
刊
』
三
に
も
と
づ
く
。
(
H
M
)
原
文
は
「
料
」
だ
が
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
「
呉
文
正
集
』
に
よ
り
「
科
」
と
改
め
る
。
(
必
)
た
と
え
ば
、
体
若
金
『
停
与
概
文
集
」
(
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
(
北
京
寄
目
文
献
出
版
社
、
一
九
八
八
)
九
二
、
影
印
洪
武
刊
本
、
以
下
同
じ
)
巻
五
「
贈
世
医
李
宜
卿
序
」
に
「
新
詮
李
宜
卿
儒
而
世
其
医
者
也
。
以
儒
故
明
於
理
、
以
世
故
習
於
施
治
。
祖
若
父
皆
嘗
為
医
官
、
四
方
大
夫
士
多
敬
礼
之
。
至
主
卿
嗣
守
先
業
、
益
充
其
学
問
而
不
求
問
於
時
」
と
あ
る
。
(
必
)
前
掲
注
(
日
)
梁
其
姿
論
文
、
頁
二
三
三
1
二
三
七
。
(
叫
)
欧
陽
玄
『
圭
斎
文
集
』
(
四
部
叢
刊
初
編
)
巻
六
「
読
書
堂
記
」
。
(
必
)
『
元
典
章
」
三
二
礼
部
巻
五
「
学
校
二
・
医
学
禁
治
腐
医
」
に
「
歪
大
四
年
十
一
月
、
江
西
行
省
准
中
番
省
杏
、
刑
部
呈
、
『
嘗
問
医
出
上
古
、
実
非
小
技
、
幾
微
之
問
、
死
生
係
駕
。
若
学
医
之
人
深
究
其
道
、
用
薬
得
宜
、
庶
幾
不
誤
於
人
命
。
比
年
以
来
、
)
等
府
医
不
通
難
索
、
不
笥
脈
理
或
目
録
野
方
、
風
間
謬
論
、
帆
於
市
臨
時
大
扇
「
儒
医
」
、
以
至
問
問
細
民
不
幸
迎
疾
、
彼
既
寡
知
、
設
往
求
謁
。
』
」
と
あ
る
。
こ
の
刑
部
の
呈
文
に
よ
る
と
、
地
域
社
会
に
お
い
て
や
ぶ
医
者
が
儒
医
と
名
乗
っ
て
民
を
騎
す
と
い
っ
た
こ
と
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
儒
医
が
過
剰
に
部
敬
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
に
儒
医
を
煽
る
者
が
現
れ
た
結
果
、
本
来
儒
医
の
持
っ
て
い
た
社
会
的
信
用
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
も
言
え
ト
J
ぞれソ。
(
M
W
)
掲
侠
斯
『
掲
文
安
公
全
集
』
(
四
部
議
刊
初
編
)
巻
八
「
贈
医
氏
湯
伯
高
序
」
。
(
灯
)
呉
澄
『
呉
文
正
公
集
』
巻
一
O
「
易
簡
帰
一
序
」
。
(
必
)
呉
澄
「
呉
文
正
公
集
』
巻
一
五
「
贈
珪
起
潜
序
」
。
(
却
)
張
之
翰
『
西
巌
柏
市
』
(
ヌ
淵
閤
四
庫
全
書
)
巻
一
七
「
詩
学
和
瑛
引
」
に
「
医
、
一
術
也
、
非
方
論
盤
以
為
良
医
」
と
あ
る
。
(
別
)
貢
師
泰
『
玩
斎
集
』
(
文
淵
間
四
庫
全
書
)
巻
六
「
贈
医
者
察
徳
芳
序
」
に
「
福
建
行
省
理
問
呉
君
問
過
予
、
請
目
、
医
者
察
徳
芳
、
普
療
小
児
、
出
入
吾
門
、
凡
所
治
投
、
ヒ
剤
机
愈
。
数
予
之
銭
、
辞
。
益
以
来
由
巾
、
又
辞
。
強
所
欲
、
則
目
、
願
得
賞
尚
書
序
吾
医
、
然
不
敢
請
也
」
と
あ
る
。
(
日
)
呉
澄
『
呉
文
正
公
集
』
巻
一
一
一
「
建
康
路
三
皇
廟
記
」
。
(
臼
)
呉
海
『
聞
過
斎
集
』
(
文
淵
間
四
庫
全
書
)
巻
一
一
「
抑
制
州
三
皐
閥
記
」
。
(
臼
)
『
元
史
』
巻
四
二
「
順
帝
紀
五
」
と
巻
七
七
「
祭
泥
志
六
」
に
よ
元代江南知識人の職能化について(干)
る
と
、
至
正
十
年
(
一
三
五
O
)
か
ら
ト
ゴ
ン
・
テ
ム
ル
3
5
0ロ
討
自
民
恵
宗
)
は
中
品
目
省
の
大
臣
を
派
遣
し
、
大
都
で
三
皇
祭
紀
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
(
剛
山
)
成
集
『
道
図
学
古
録
』
巻
一
一
一
六
「
也
州
路
慈
利
州
重
建
三
皇
閥
記
」
。
(
弱
)
江
南
知
識
人
の
文
集
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
に
よ
る
天
下
統
一
が
「
奄
有
万
邦
」
な
い
し
「
混
二
と
い
う
用
語
で
し
ば
し
ば
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
杉
山
正
明
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
「
混
こ
と
い
う
表
現
」
は
、
で
』
の
時
代
に
独
特
の
一
つ
の
用
語
」
で
あ
る
(
杉
山
正
明
『
モ
ン
ゴ
ル
が
世
界
史
を
夜
す
』
東
京
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
O
O六
、
頁
一
六
二
)
。
一
見
す
る
と
、
こ
れ
は
一
種
の
決
ま
り
文
句
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
江
南
知
識
人
に
と
っ
て
、
従
来
の
「
華
夷
之
別
」
と
い
う
構
図
の
影
響
が
あ
ま
り
に
も
強
烈
す
ぎ
て
、
そ
う
し
た
新
た
な
混
一
王
朝
へ
の
帰
属
意
識
は
、
「
彼
ら
の
心
性
を
根
底
か
ら
改
変
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
」
(
中
砂
明
徳
「
江
南
史
の
水
脈
|
|
F
南
宋
目
元
明
の
展
望
|
i
」
、
「
岩
波
講
座
世
界
歴
史
日
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
統
合
』
東
京
岩
波
書
底
、
一
九
九
七
、
頁
一
九
こ
と
い
う
可
能
性
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
を
喚
起
し
た
い
の
は
江
南
知
識
人
が
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
を
混
一
王
朝
と
し
て
受
容
し
た
背
景
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
混
一
王
朝
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
が
積
極
的
に
創
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
南
宋
を
滅
ぼ
す
以
前
か
ら
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
混
一
王
朝
の
イ
メ
ー
ジ
は
ま
ず
華
北
の
撲
人
・
色
白
人
知
識
人
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
南
宋
滅
亡
後
に
な
る
と
、
程
鐙
夫
ら
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
に
重
用
さ
れ
た
商
人
知
識
人
が
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
積
極
的
に
受
容
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し
た
。
程
鉦
夫
ら
は
多
く
の
南
人
知
識
人
に
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
お
り
、
彼
ら
の
多
く
が
徐
々
に
こ
う
し
た
新
た
な
混
一
王
朝
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
南
人
を
主
体
と
す
る
江
甫
知
識
人
が
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
の
混
一
王
朝
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
元
代
後
期
江
南
知
識
人
の
忠
節
観
念
と
明
代
初
期
に
お
け
る
そ
の
受
容
ー
ム
商
と
そ
の
周
辺
の
知
識
人
を
中
心
に
|
|
」
(
待
刊
)
を
参
照
。
(
日
)
哀
梢
『
清
容
居
士
集
』
(
四
部
議
刊
初
編
)
巻
二
五
「
献
州
交
河
県
三
皇
廟
碑
」
に
「
我
世
抵
皇
帝
神
武
不
殺
、
混
合
変
字
、
憂
民
之
不
全
其
天
、
山
台
前
記
広
法
」
と
、
成
集
『
道
園
学
古
録
』
巻
三
六
「
崇
仁
県
重
建
医
学
三
皇
廟
記
」
に
「
我
世
担
皇
帝
混
一
宇
内
、
来
取
古
今
之
制
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
(
閉
山
)
周
知
の
よ
う
に
、
三
皇
を
誰
に
比
定
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
し
ば
し
ば
議
論
さ
れ
て
き
た
(
顧
額
剛
・
楊
向
套
『
三
皇
考
』
崎
仰
燕
京
学
社
出
版
、
一
九
三
六
万
唐
代
か
ら
金
代
を
経
て
三
皇
祭
杷
の
対
象
と
な
っ
た
伏
義
・
神
農
・
黄
帝
は
、
孔
穎
達
が
根
拠
と
し
た
孔
安
闘
の
偽
『
古
文
尚
書
』
の
説
で
あ
っ
た
た
め
、
元
代
の
儒
家
知
識
人
に
は
こ
の
説
に
反
対
す
る
者
も
い
た
(
呉
師
道
『
礼
部
集
』
巻
一
九
「
国
学
策
問
四
十
道
」
)
。
ク
ピ
ラ
イ
期
以
降
各
地
域
で
祭
杷
を
行
、
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
元
代
の
儒
家
知
識
人
は
、
三
皇
祭
把
を
彼
ら
の
理
学
体
系
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
世
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
を
本
格
的
に
追
究
す
る
よ
う
に
な
っ
T
Z
同
E
E
g
z
E
や
水
越
は
、
元
代
の
儒
家
知
識
人
が
、
医
家
の
三
皇
祭
肥
に
お
け
る
祭
ら
れ
て
い
た
三
皇
を
南
宋
以
来
の
尭
舜
か
ら
孔
子
ま
で
の
系
譜
に
取
り
込
ん
で
、
伏
栽
・
神
農
黄
帝
を
尭
・
舜
の
前
に
加
え
た
新
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た
な
儒
学
の
伝
統
を
創
り
出
し
た
と
捉
え
て
い
る
(
前
掲
注
(
日
)
同
E
r
o印
E
E
o
論
文
と
注
(
日
)
水
越
論
文
)
。
(
四
国
)
許
有
壬
『
至
正
集
」
(
「
元
人
文
集
珍
本
叢
刊
』
七
)
巻
四
回
「
大
都
三
皐
廟
碑
」
。
(
四
四
)
黄
清
『
金
華
黄
先
生
文
集
』
(
四
部
叢
刊
初
編
)
巻
一
O
「
浦
江
県
三
皇
廟
記
」
。
(ω)
呉
澄
『
呉
文
正
公
集
』
巻
九
「
傷
寒
一
生
意
序
」
。
(
但
)
呉
澄
『
呉
文
正
公
集
』
巻
一
五
「
贈
医
学
呉
教
授
序
」
。
(
位
)
呂
浦
『
竹
渓
稿
』
巻
下
「
論
三
皐
」
、
貝
唆
『
清
江
貝
先
生
集
』
巻
二
ニ
「
釈
奨
解
」
、
僻
若
金
『
侍
与
硝
文
集
』
巻
五
「
贈
儒
医
厳
存
性
序
」
な
ど
を
参
照
。
(
日
)
劉
辰
翁
『
須
渓
集
」
(
抽
出
章
叢
書
)
巻
二
一
「
済
庵
記
」
。
